

























































The Research about Contents and the Way of Advance Guidance of the Experience
 of the Care at Special Support School
: Questionnaire Survey of Students and Teachers at Special Support School

































































105 名を対象とした。そのうち 94 名の回収を得た。回
収率は 89％であった。
２）調査時期・手続き















富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では、介護等体験が施 された直後の 2000年に、 生と受け入れ校の教師それぞれに対しての意識調査を実施している。しかしながら、「附属養護学校版介護等体験ガイドブック」（富山大学教育学部附属養護学校，1999）を活用した介護等体験の内容や事前指導の成果についてその後の調査は行なっていない。また、富山大学人間発達科学部では、




若山ら（2000）と高畑ら（2000）がある。今回のアンケートを作成するに当たり、これらの先行研究を参考にして以下の点に留意して、調査項目を選定した。   第一に、学生の意識とそれに対する内容（不安、満足）を取り上げた。「体験前に不安を感じたか」、「体験後に満足したか」について5段階評定で質問した。 第二に、介護等体験の意義と体験内容（良かった内容、必要な内容）を取り上げた。この結果を受けて、介護等体験の活動内容のあり方について検討したいと考え、選択及び自由記述とした。 第三に、事前指導に関する内容（充実度、事前学習の必要な内容）を取り上げた。「事前指導が十分であったか」については5段階評定で質問した。 （２）調査内容及び項目の選定 以上の検討をふまえて、表1に示すようなアンケート調査を作成した。調査項目は「学生本人について」、「介護等体験内容について」、「不安について」、「満足度について」、「特別支援教育の学習経験について」、「事前指導について」の6大項目、15中項目で構成した。 （３）アンケート調査の実施 １）調査対象 
2015 年に富山大学人間発達科学部附属特別支援学校で介護等体験を行った富山大学人間発達科学部 2年生 105名を対象とした。そのうち 94名の回収を得た。回収率は89％であった。 ２）調査時期・手続き 前期の介護等体験が終了した 2015年 7月に実施した。配布は該当学生が受講している講義において担当教員の協力のもとで行なった。講義終了後に記入を依頼し、学部教務係の協力のもとで回収を行った。 実施に際しては、介護等体験の充実を目指すために活用する点、評価の対象にならず本音で記入してもらう点などについては文書にて説明を加えて、無記名にて記入を依頼した。 
調査項目 調査内容1.学生本人について 1.1.性別　1.2学年　2.介護等体験内容について 2.1実施時期　2.2体験内容3.不安について 3.1不安の有無　3.2理由　3.3不安解消の有無　3.4不安解消の理由4.満足度について 4.1満足の有無　4.2理由5.特別支援教育の学習経験について 5.1学習経験の有無6.事前指導について 6.1充実度　6.2理由　6.3不十分の理由　6.4必要な内容
表１　学生向け介護等体験アンケートの調査項目
調査項目 調査内容1.教師本人について 1.1.性別　1.2所属　2.介護等体験の必要性について 2.1必要性　2.2内容3.事前指導について 3.1充実度　3.2必要な内容
表２　教師向け介護等体験アンケートの調査項目
富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では、介護等体験が施行された直後の 2000年に、学生と受け入れ校の教師それぞれに対しての意識調査を実施している。しかしながら、「附属養護学校版介護等体験ガイドブック」（富山大学教育 部附属養護学校，1999）を活用した介護等体験の内容や事前指導の成果についてその後の調査は行なっていない。また、富山大学人間発達科学部では、
2000 年より、大学 1 年生が県内の小学校にて約半年間「学びのアシスト」「スタディ・メイトジュニア」として体験をす 「学級担任論」を実施して る。そのため、介護等体験以前に、特別支援教育に対して学ぶ機会があり介護等体験に意欲的に取り組む学生も増えてきている。一方で、以前と同様介護等体験が初めて障害のある人と接する機会でありとまどいがみられる学生もいる状況である。 介護等体験における学生のよい体験は、学生のためのみならず、特別支援学校の児童生徒にとってもよい学習の機会となる。また、学生にとっての正しい学びは体験当日だけではなく、その後の社会生活にも影響を与えることとなる。その体験を支える受け入れ校の教師にとっては大きな期待が寄せられることとなる。 これらの状況を受け、本研究は、介護等体験を実施した学生と受け入れ校の教師に対して介護等体験の内容や事前指導の意義についての調査を行い、今後の介護等体験と事前指導の内容を改善充実するための基礎資料とすることを目的としている。 
 
Ⅱ．方法 
１．アンケートⅠ（体験学生を対象とした調査） （１）アンケート調査の作成 これまで、介護等体験を対象にして体験学生の意識の変化についてまとめた先行研究と ては国立久里浜養護学校（1999）がある。また、介護等体験の内容や事前指導のあり方についてまとめた先行研究としては、
若山ら（2000）と高畑ら（2000）がある。今回のアンケートを作成するに当たり、これらの先行研究を参考にして以下の点に留意して、調査項目を選定した。   第一に、学生 意識とそれに対する内容（不安、満足）を取り上げた。「体験前に不安を感じたか」、「体験後に満足したか」について5段階評定で質問した。 第二に、介護等体験の意義と体験内容（良かった内容、必要な内容）を取り上げた この結果を受けて、介護等体験の活動内容 あり方について検討したいと考え、選択及び自由記述とした。 第三に、事前指導に関する内容（充実度、事前学習の必要な ）を取り上げた。「事前指導が十分であったか については5段階評定で質問した。 （２）調査内容及び項目の選定 以上の検討をふまえて、表1に示すようなアンケート調査を作成した。調査項目は「学生本人について」、「介護等体験内容について」、「不安について」、「満足度について」、「特別支援教育の学習経験について」、「事前指導について」の6大項目、15中項目で構成した。 （３）アンケート調査の実施 １）調査対象 
2015 年に富山大学人間発達科学部附属特別支援学校で介護等体験を行った富山大学人間発達科学部 2年生 105名を対象とした。そのうち 94名の回収を得た。回収率は89％であった。 ２）調査時期・手続き 前期の介護等体験が終了した 2015年 7月に実施した。配布は該当学生が受講している講義において担当教員の協力のもとで行なった。講義終了後に記入を依頼し、学部教務係の協力のもとで回収を行った。 実施に際しては、介護等体験の充実を目指すために活用する点、評価の対象にならず本音で記入してもらう点などについては文書にて説明を加えて、無記名 て記入を依頼した。 
調査項目 調査内容1.学生本人について 1.1.性別　1.2学年　2.介護等体験内容について 2.1実施時期　2.2体験内容3.不安について 3.1不安の有無　3.2理由　3.3不安解消の有無　3.4不安解消の理由4.満足度について 4.1満足の有無　4.2理由5.特別支援教育の学習経験について 5.1学習経験の有無6.事前指導 て 6.1充実度　6.2理由　6.3不十分の理由　6.4必要な内容
表１　学生向け介護等体験アンケートの調査項目
























訳は，小学部所属 8 名，中学部所属 8 名，高等部所属 10 名，
養護教諭 1 名である。
２）調査時期・手続き









































































































































が，2000 年では 4.30％に対して今回は 13.8％，「そう思
う」が 29.0％から 40.4％。「全くそう思う」と「そう思う」












（47.1％）、「体験当日の日程や動き」（52.9％ 、「学校現場における基本的なマナー（服装、言葉遣い、あいさつなど）」（47.1％）、「服務・勤務態度」（39.2％）、「介護等体験 意義 1.2％）、「介護等体験ガイドブック」（43.1％）などいずれも同程度の回答であった。「障害に対する理解や接し方」と「事務的な内容」のどちらも事前指導の内容としては同程度に必要であったと考えられる。 一方、事前指導が十分ではないと回答した人は、「思わない」（10.6％）、「全く思わない」（4.3％）を合わせて






84.1％、今回は69.1％であり、不安感が減少していることが伺える。 介護等体験の満足度については、「全くそう思 」、「そう思う」を合わせると2000年では83.7％、今回は81.9％であり、「思わない」は 4.8％が 4.3％と、ほぼ同様の結果であった。 一方、事前指導の満足度については、「全くそう思う」が、2000年では4.30％に対して今回は13.8％、「そう思う」が 29.0％から 40.4％。「全くそう思う」と「そう思う」を合わせると、2000年が 33.3％で今回は 54.2％である。このことから、事前指導に対する満足度は 2000年と比較すると今回は満足度が高くなっていることがわかる。 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では、2000年に作成した「附属養護学校版介護等体験ガイドブック」を改編しながら現在も事前学習に活用している。毎年、学生の様子や問題点、学生や教師の感想等を検討し、ガイドブックの内容や画像などを見直している。また、事 
（47.1％）、「体験当日の日程や動き」（52.9％）、「学校現場における基本的なマナー（服装、言葉遣い、あいさつなど）」（47.1％）、「服務・勤務態度」（39.2％）、「介護等体験の意義」（41.2％）、「介護等体験ガイドブック」（43.1％）などいずれも同程度の回答であった。「障害に対する理解や接し方」と「事務的な内容」のどちらも事前指導の内容としては同程度に必要であったと考えられる。 一方、事前指導が十分ではないと回答した人は、「思わない」（10.6％）、「全く思わない」（4.3％）を合わせて






84.1％、今回は69.1％であり、不安感が減少していることが伺える。 介護等体験の満足度については、「全くそう思う」、「そう思う」を合わせると2000年では83.7％、今回は81.9％であり、「思わない」は 4.8％が 4.3％と、ほぼ同様の結果であった。 一方、事前指導の満足度については、「全くそう思う」が、2000年では4.30％に対して今回は13.8％、「そう思う」が 29.0％から 40.4％。「全くそう思う」と「そう思う」を合わせると、2000年が 33.3％で今回は 54.2％である。このことから、事前指導に対する満足度は 2000年と比較すると今回は満足度が高くなっていることがわかる。 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では、2000年に作成した「附属養護学校版介護等体験ガイドブック」を改編しながら現在も事前学習に活用している。毎年、学生の様子や問題点、学生や教師の感想等を検討し、ガイドブックの内容や画像などを見直している。また、事 図 1　特別支援教育の学習経験の有無による介護等体験に対する不安
（47.1％）、「体験当日の日程や動き」（52.9％）、「学校現場における基本的なマナー（服装、言葉遣い、あいさつなど）」（47.1％）、「服務・勤務態度」（39.2％）、「介護等体験の意義」（41.2％）、「介護等体験ガイドブック」（43.1％）などいずれも同程度の回答であった。「障害に対する理解や接 方」と「事務的な内容」のどちらも事前指導の内容としては同程度に必要であったと考えられる。 一方、事前指導が十分では と回答した人は、「思わない」（10.6％）、「全く思わない」 4.3％ を合わせて





2000年のアンケート結果（若山ら,2000）と今回の結果について、「介護等体験 に不安があったか」「介護等体験に満足できたか」「事前指導は十分であったか」の3点について一覧にしたものが表4である。 介護等体験前に不安があった回答は、2000 年では







































































 ２．アンケートⅡ（体験受け入れの教師を対象とした調査）より  教師向け介護等体験アンケートの結果を、表5に示す。 （１）介護等体験の必要性について 受け入れ校である、富山大学附属特別支援学校の教師は介護等体験をどのように受け取り、必要性を実感しているのか 把握するために「介護等体験の場としての役割を果たしているか について尋ねると、27名中23名の教師が役割を果たしていると回答した。介護等体験の必要性が理解され、附属学校としての役割が実感されていることを意味していると言えよう。 役割を果たしていると思う内容については、「児童生徒と一緒に活動する」こと 一番多く、次いで「教師の児童生徒に対する姿勢を見る」、「児童生徒と会話をする」、「教師からアドバイスを受ける」が挙げられた。児童生徒と直接関わることや一緒に体験することに意味があると考えていることが分かる。また、学生にとっては、教師の姿勢やアドバイスが必要であると考えている教師が多いこともわかる。これらより、「児童生徒と一緒に活動する体験や教師が適切な接し方についてアドバイスをする機会を設定すること」が学校としての役割につながると捉えていることが伺える。 さらに、児童生徒との直接の触れ合いだけでなく、「教材準備を行う」ことや「環境整備を行う」ことも役割を果たすことにつながるとの考えもみられる。児童生徒と直接関わることだけではなく、教材準備や環境整備の活動が児童生徒を知るうえで大切であり、教育を支える教師の重要な役割であると捉えていることが分かる。これらの活動を通して、児童生徒の実態や具体的な支援、取 




２０００年 ２０１５年介護等体験前に不安があったか あった 84.10% 69.10%なかった 15.90% 21.30%無記入 0.00% 9.60%介護等体験に満足できたか 全くそう思う 31.70% 31.90%そう思う 52.00% 50.00%どちらともいえない 11.50% 4.30%思わない　 4.80% 4.30%まったく思わない 0.00% 0.00%無記入 0.00% 9.60%事前指導は十分だったか 全くそう思う 4.30% 13.80%そう思う 29.00% 40.40%どちらともいえない 34.80% 27.70%思わない　 26.10% 10.60%まったく思わない 5.80% 4.30%無記入 0.00% 3.20%
表４　2000年と2015年のアンケート結果表４　2000 年と 2015 年のアンケート結果
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